
町民のうごき [ 平成 27 年 7月 1日現在 ]

■人　口　　5,882 人 (-36)　男　2,779 人 (-13)
　　　　　　　　　　　　　女　3,103 人 (-23)
■世帯数　　2,536 戸 (-26)

PHOTO : 雨粒が星の様に瞬き、まるで天の川の中に居るようです。
　　　　下分七夕まつりは 4ページへ。

発行：神山町広報編集委員会　TEL.088-676-1111　[IP 2001]

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

h t t p : / / w w w . t o w n . k a m i y a m a . l g . j p

（　）は前々月比

6 月定例会　…………………………   2 ページ
神山町職員採用試験案内　…………   3 ページ
地域おこし協力隊　…………………   6 ページ
子育て世帯臨時特例給付金について　…  11 ページ
介護保険制度改正について　………  12 ページ

主な内容主な内容主な内容

広報かみやま07月 №299.indd   1 2015/07/13   15:38:00



　

町
議
会
6
月
定
例
会
が
平
成
27
年
6

月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
の
会
期
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
18
議
案
を
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

■
平
成
27
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
4
0
7
3

万
1
千
円
を
追
加
し
、
総
額
43
億
２
２

７
３
万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。
教
育
費

等
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6
2
4
6
万
3

千
円
を
追
加
し
、
総
額
10
億
9
0
3
2

万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。
保
険
給
付
費

等
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
5
6
万
8
千

円
を
追
加
し
、
総
額
1
億
7
3
0
1
万

5
千
円
と
し
ま
し
た
。
水
道
管
理
費
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
2
6
8
万
6

千
円
を
追
加
し
、
総
額
10
億
5
7
7
6

万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。
介
護
予
防
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
等
の
増
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
16
万
8
千
円
を

追
加
し
、
総
額
1
億
2
2
0
4
万
6
千

円
と
し
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
納
付
金
の
増
額
に
よ
る
も
の
で

す
。そ

の
他

■
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

に
伴
う
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

■
平
成
27
年
度
神
山
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
替
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　

神
山
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
工

事
を
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
契
約
金
額

を
2
億
5
1
4
2
万
4
千
円
に
す
る
な

ど
の
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

■
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
7
月
1
日
よ
り
、
神
領
字

谷
の
髙
橋
博
義
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
つ
い
て

　

阿
野
字
方
子
の
近
藤
晃
弘
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分

■
平
成
26
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
2
7
7
1

万
3
千
円
を
追
加
し
、
総
額
51
億
５
９

２
２
万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
26
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
3
4
6
万
円

を
追
加
し
、
総
額
10
億
9
1
5
3
万
円

と
し
ま
し
た
。

■
神
山
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
5
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
7
3
2
万
1

千
円
を
減
額
し
、
総
額
9
億
9
4
2
0

万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
神
山
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
2
5
万
2
千

円
を
減
額
し
、
総
額
1
億
1
8
5
5
万

4
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
神
山
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

■
神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

報
告

■
平
成
26
年
度
神
山
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
の
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

■
株
式
会
社
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

　

平
成
26
年
度
の
決
算
は
12
期
連
続
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

神
山
町
議
会

6 

月 

定 

例 

会
18
議
案
を
可
決

▲髙橋博義さん

平成26年度決算
（　）は前年比

■温泉入浴者数
　153，543人（+0．3％）
■ホテル宿泊者数
　　 9，947人（+12．9％）
■総売上高
　神山温泉
　327，840千円（+1．2％）
　道の駅
　146，048千円（+5．0％）
■純利益
　　 4，120千円（+323％）
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神　山　町　職　員　採　用　試　験　案　内

神山町では新規採用職員の募集を次のとおり行います。

◎　受 付 期 間　　　 7月21日（火）～ 8月 4日（火）

　　　　　　　　　　　月曜から金曜の 8時30分より17時まで

◎　第 1次試験日　　9月20日（日）

　⑴　郵便による申込みは、8月 4日までの消印のあるものに限り受け付けます。

　⑵　電子申請による申込みは、8月 4日までに到着したものに限り受け付けます。

　⑶　受付期間経過後の申込みは、一切受け付けいたしませんので十分注意してください。

◎　第 1次試験会場　 徳島文理大学　9号館　人間生活学部棟

※詳しくは神山町役場総務課（☎676－ 1111）までお問い合わせ下さい。

1　試験区分、採用予定人員及び職務の内容
　⑴ 申込みできる「試験区分」は、一つに限ります。
　⑵ 申込み後は、「試験区分」の変更はできません。

試験区分 採用予定人員 職　務　の　内　容

一般事務
高等学校
卒業程度

3名程度
神山町において、一般行
政事務に従事します。

保育士
短期大学
卒業程度

2名程度
神山町において、保育士
の業務に従事します。

土　木
高等学校
卒業程度

1名程度
神山町において、土木の
業務に従事します。

※採用予定人員は変更になる場合があります。

2　受験資格

試　験　区　分 受　　験　　資　　格

一般事務
高等学校
卒業程度

昭和56年 4月 2日から平成10年 4
月 1日までに生まれた者。

保育士
短期大学
卒業程度

昭和56年 4月 2日から平成 8年 4
月 1日までに生まれた者で、保育士
の資格を有する者または平成 28年
3月 31日までに当該資格を取得す
る見込みの者。

土　木
高等学校
卒業程度

昭和56年 4月 2日から平成10年 4
月 1日までに生まれた者。

「卒業程度」とは、試験の程度を示すものであり、学歴を受験資
格とするものではありません

元気がキラリ

　 咲き誇る

　　　　神山町

3 平成27年 7 月15日発行
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下分七夕飾りに密着下分七夕飾りに密着

▲婦人の会は「ありのままでアナと雪の女王」の
曲に優雅で息の合った創作ダンスを披露しました。

▲地域に根付いた活動を展開する徳島インディゴ
ウズマーチングバンドは会場を盛り上げました。

▲ショーバルーンは、子供たちに協力してもらい
ながら風船で動物などを作りプレゼントしました。

▲フラメンコショーダンス・アルシュは華
やかで情熱的なダンスを披露しました。

▲上分と下分の改善グループなどによる焼き
そばやアイスクリームなども販売されました。

▲下分長寿会は郷土芸能の「びっちゃんちゃん」
を披露し観客たちも参加しました。

▲徳島県警音楽隊は、アニメソングから演
歌まで幅広い曲を演奏しました。

▲徳島ダンススタジオのダブルブレインは
元気いっぱいのダンスを披露しました。

▲花吹雪座による「ちんどん屋」は会場を
笑いに包みました。

▲7月4日と5日の2日間に渡り行われた下分七夕祭りは、初日は雨のため公民館でイベントが行われましたが、2日目は雨も止み屋外で開催されました。
　まつりのフィナーレを飾った新のんき連による阿波踊りは多くの観客たちを魅了し、最後は観客たちも一緒になって踊りました。
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▲ 7月 4日まつりの当日の朝、小雨の降
る中ステージを設置しました。

▲ 6月28日、滑車に飾りを取り付け、高所
作業車を使って電飾の配線もつなぎました。

▲ 6月28日、小竹の七夕飾りを下分の国道
や町道に設置しました。

▲ 6月26日、雨の中、急斜面で足場も悪く体力が奪われながらも、大竹18本と中竹30本を切りま
した。対岸への橋は大竹を積んでトラックが通れないため、二人一組で大竹を担いで渡りました。

▲ 6月27日、大竹に滑車を取り付け、クレー
ン車を使って 7つの土台に立てました。

▲ 6月28日、中竹に飾りを付けて土台に立
てました。

▲ 6月28日、80人以上が集まり、下分農協
での飾り付けや竹を設置しました。

▲ 6月27日、下分農協に運ばれてきた小竹
の長さを切りそろえ枝打ちしました。

▲森幸子さん、松浦規子さん、中川善文さん、
寿泉園さんから多くの飾りをいただきました。

▲ 6月27日、、約40人が集まり小竹210本や中竹
35本を切り下分農協や公民館まで運びました。

▲ 6月24日、下分小学校体育館に約50人が
集まり、短冊などの飾りを200等分しました。

▲6月20日、大竹の七夕飾りの土台となるブロッ
クを公民館と宇佐八幡神社に設置しました。

下
分
七
夕
飾
り

　

7
月
4
日
と
5
日
の
2
日

間
に
渡
り
、
下
分
七
夕
飾
り

が
下
分
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
で
15
回
目
を
迎
え
た

こ
の
ま
つ
り
は
、
15
年
前
に

下
分
の
婦
人
会
が
上
分
の
農

協
に
立
て
ら
れ
た
七
夕
飾
り

を
見
て
、
私
た
ち
も
や
っ
て

み
よ
う
と
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
国
道
に
小
さ
な
竹
の

七
夕
飾
り
を
設
置
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
内
に
男
の
人

た
ち
も
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
だ
ん
だ
ん
と
規
模
が
大
き

く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

下
分
町
づ
く
り
実
行
委
員

会
は
、「
こ
の
規
模
の
七
夕
飾

り
は
建
築
の
仕
事
な
ど
の
長

年
の
経
験
や
技
術
が
あ
る
か

ら
で
き
る
の
で
、
次
の
若
い

世
代
に
引
き
継
ぐ
の
は
難
し

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
違
う

形
で
も
残
っ
て
欲
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

5 平成27年 7 月15日発行
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神
山
ル
ビ
ィ
利
き

神
山
ル
ビ
ィ
利
き

　
　

梅
干
し
セ
ッ
ト
販
売
開
始

　
　

梅
干
し
セ
ッ
ト
販
売
開
始

　

里
山
み
ら
い
で
は
、
5
つ
の
梅
干
し

が
楽
し
め
る
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
「
神
山

ル
ビ
ィ
利
き
梅
干
し
セ
ッ
ト
」（
税
抜

1
8
0
0
円
）
の
正
式
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。
同
セ
ッ
ト
は
、
今
年
3
月
に

開
催
し
た
「
神
山
ル
ビ
ィ
ア
ワ
ー
ド

2
0
1
5
」で
先
行
発
売
し
た
も
の
で
、

限
定
数
が
完
売
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

セ
ッ
ト
内
容
は
、「
大
梅
」（
4
Ｌ
サ

イ
ズ
の
南
高
、
生
産
者
：
大
久
保
定
一

さ
ん
）、「
南
高
」（
生
産
者
：
海
老
名

良
子
さ
ん
）、「
古
梅
」（
南
高
の
10
年

物
、
生
産
者
：
森
君
子
さ
ん
）、「
林
州
」

（
生
産
者
：
森
弘
子
さ
ん
）、「
小
梅
」（
生

産
者
：
藤
岡
仁
人
さ
ん
）
の
5
種
類
。

品
種
と
生
産
者
を
記
載
し
た
説
明
カ
ー

ド
も
同
梱
し
て
お
り
、
カ
ー
ド
に
は
英

語
も
併
記
。
海
外
観
光
客
も
購
入
で
き

る
仕
様
に
し
ま
し
た
。

　

当
事
務
所
や
市
内
の
阿
波
十
郎
兵
衛

屋
敷
、
ナ
ガ
ヤ
等
で
販
売
し
て
お
り
ま

す
。

◎
阪
急
う
め
だ
で
梅
干
し
好
評

　

5
月
27
日
か
ら
6
月
1
日
に
わ
た

り
、
阪
急
う
め
だ
本
店
で
開
催
さ
れ

た
「
住
ま
う
空
間
・
暮
ら
し
の
道
具
」

展
。
同
展
に
設
置
さ
れ
た
神
山
て
づ
く

り
良
品
の
一
品
と
し
て
「
神
山
ル
ビ
ィ

（
3
0
0
ｇ
パ
ッ
ク
）」
と
「
利
き
梅
干

し
セ
ッ
ト
」
を
販
売
し
て
き
ま
し
た
。

　

同
催
事
は
奈
良
の
人
気
カ
フ
ェ
＆

シ
ョ
ッ
プ
「
く
る
み
の
木
」
主
宰
の
石

村
由
起
子
さ
ん
が
日
本
各
地
で
出
会
っ

た
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
等
が
一
堂
に
集

ま
る
展
示
販
売
会
。

　
「
利
き
梅
干
し
セ
ッ
ト
」
は
、
梅
干

し
の
食
べ
比
べ
が
出
来
る
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
発
想
が
多
く
の
お
客
様
の
目

に
留
ま
り
、
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
和
歌
山
に
近
い
大
阪
で

の
開
催
と
あ
っ
て
、
梅
干
し
を
好
む
方

が
多
く
ご
来
場
。「
最
近
、
酸
っ
ぱ
い

梅
干
し
を
見
か
け
な
く
な
っ
て
き
た
」

と
い
う
声
を
い
た
だ
き
、
巷
の
甘
い
梅

干
し
と
は
一
線
を
画
し
た
神
山
の
伝
統

梅
干
し
の
ニ
ー
ズ
を
と
て
も
感
じ
る
有

意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ッ
ク
は
完
売
、
利
き
梅
干
し
セ
ッ

ト
も
ほ
ぼ
完
売
と
な
る
な
ど
、
老
若
男

女
問
わ
ず
、
幅
広
い
年
代
の
方
に
ご
購

入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
山
の
梅
干
し

が
食
卓
に
並
ぶ
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
、

こ
れ
か
ら
も
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
味
を
少
し
ず
つ

伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

 「
神
山
す
だ
ち
住
民
課
」が
始
動

「
神
山
す
だ
ち
住
民
課
」が
始
動

お
す
そ
わ
け
便
を
発
送

お
す
そ
わ
け
便
を
発
送

　

里
山
み
ら
い
が
新
た
に
取
り
組
み
を

始
め
た
神
山
す
だ
ち
住
民
課
。
神
山
と

都
会
の
新
し
い
つ
な
が
り
を
創
る
活
動

の
一
つ
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
し
、
町
外
の
方
か
ら
寄
付
と
い
う
形

で
神
山
を
応
援
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
取
り
組
み
で
す
。

　

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
の
特
典
の
一

つ
が
里
山
の
め
ぐ
み
を
年
3
回
お
届
け

す
る
「
お
す
そ
わ
け
便
」。
そ
の
第
一

弾
を
5
月
に
発
送
し
ま
し
た
。
神
山
ル

ビ
ィ
（
梅
干
し
）
を
始
め
、
新
茶
や
旬

の
野
菜
な
ど
「
里
山
の
食
卓
」
を
都
会

へ
直
送
。次
回
は
9
月
発
送
予
定
で
す
。

地域おこし

協力隊

今年から人生初の米作りに挑戦。
右も左も分からない中、苦戦もし
てますが、それ以上に田んぼの素
晴らしさに日々感動してます。

永野裕介

〈産休をいただいてましたが、6月
9 日、無事に女の子を出産したと
いう報告がありました。次号では
本人の元気なコメントを掲載しま
す！－編集部〉　　　　　田中泰子

昨年 6 月に仕込むも年末の味見で
は微妙だった我が家初の梅酒。25
度の焼酎では低すぎたのかしらと
思っていたのに昨日味見したら絶
品に変身していた！　　古屋淳二

雨の音を聞きながら眠るのも好き
ですが、雨上がりのカエルの大合
唱を聞きながら眠るのもいいなと
思う今日この頃。

小田奈生子

神山の春を堪能中。5 月には江田
集落の棚田で田植えが終わり、ホッ
と一安心。最近は、梅シロップを
漬けるため夜な夜なヘタとりを楽
しんでます！　　　　　植田彰弘

7 月 1 日に着任した新隊員です。
徳島市の生まれ育ちで、東京から J
ターンしてきました。これからど
うぞよろしくお願いします！

織田智佳
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し
ば
ら
く
お
休
み
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
「
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ

よ
り
」
が
、
今
月
か
ら
再
開
し
ま
す
！

今
号
は
平
成
26
年
度
の
活
動
報
告
と
、

新
し
い
担
当
職
員
の
紹
介
を
お
届
け
し

ま
す
。

●
伊　

藤　

友　

宏
（
26
）

 

上
分
川
又
在
住　

奈
良
県
出
身

　

み
な
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
4
月
か
ら

移
住
交
流
支
援
事
業
の
担
当
と
な
り
ま

し
た
、グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
の
伊
藤
で
す
。

か
く
い
う
私
も
2
年
前
に
神
山
町
に
移

住
し
て
き
た
の
で
、
ま
ず
は
簡
単
な
自

己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

　

神
山
町
に
来
る
以
前
は
大
阪
で
1
人

暮
ら
し
を
し
な
が
ら
、
大
学
で
法
律
や

外
国
語
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
卒
業
し

て
ま
も
な
く
、「
神
山
塾
（
求
職
者
支

援
訓
練
）」
を
受
講
す
る
た
め
に
神
山

町
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

〈
以
前
の
仕
事
〉

　

徳
島
市
内
の
民
間
企
業
で
、
主
に
観

光
に
つ
い
て
の
文
章
を
書
く
ラ
イ
タ
ー

を
し
て
い
ま
し
た
。
１
年
間
、
川
又
か

ら
毎
日
通
勤
し
て
い
ま
し
た
。

〈
神
山
の
暮
ら
し
で
好
き
な
と
こ
ろ
〉

　

新
鮮
な
野
菜
が
た
く
さ
ん
手
に
入
る

の
で
、
料
理
す
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

昨
年
の
秋
か
ら
、
自
分
で
も
野
菜
を
育

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〈
神
山
の
暮
ら
し
で
大
変
な
と
こ
ろ
〉

　

雑
草
抜
き
と
庭
木
の
剪
定
。
ご
近
所

さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
な
ん

と
か
や
っ
て
い
ま
す
。

〈
最
後
に
ひ
と
こ
と
〉

　

普
段
は
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。「
移
住
し
て
き

た
人
た
ち
に
つ
い
て
知
り
た
い
」、「
空

き
家
を
誰
か
に
貸
し
て
み
た
い
」、移
住

交
流
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平 成 26 年 度 の 活 動 報 告
移住希望者の相談件数　57件
　　1年間でこれだけの方が町内への移住に関心を持ってくださいました。

新規移住者の数　14世帯　21人
　移住交流支援センターを介してこれだけの方が実際に移住してこられました。
昨年度は若い単身世帯の移住が数多くありました。

新規移住者の平均年齢約　27歳
　新規移住者は20~40代の方々が中心を占め、うち子どもは 4人でした。

　平成27年度も地域のみなさまや関係団体と連携し、移住交流の促進に取り組
んでいきます。引き続きよろしくお願いいたします。

神山町移住交流支援センターは、町が抱える過疎化・少子高齢化・経済の衰退

など地域課題の解決を図る目的で、NPO法人グリーンバレーが神山町から委託

を受け、運営しております。空き家の所有者を移住希望者に紹介する際は、お

子様連れの若者夫婦や起業家、若年者などへの紹介を優先的に進めております。

新
し
い
担
当
職
員
の
紹
介

お問い合わせ先
　☎676-1177
　担当：グリーンバレー
 伊藤

● 

移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

●

7 平成27年 7 月15日発行
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　 6月14日、阿川公民館で梅体験
学習会が行われ20組およそ50人が
参加しました。この学習会は、平成
7年に始まり今回で20回目を迎え
ました。
　学習会では、生駒富子さん（阿野）
による梅干しの作り方、林鎭雄さん
（神領）による梅シロップの作り方
教室が開かれました。その後希望者

は森敏さん（阿川）の梅園で収穫を
体験しました。

▲学習会の様子

梅体験学習会開催
阿川梅の里 まちの

　 出来事

かん太くん

　 6月 3日、生駒富子さん（阿野）
の家にツバメが巣を作り、6羽の
雛が巣立ちました。3～ 5羽ほど
が一般的で 6羽は珍しくまた、6
羽のツバメは三

み

夫
みょうと

婦と例えられ家
が栄えるなどおめでたい事とさ
れ、近所にお赤飯を配り幸せを分
かち合う習慣があるそうです。（※
三夫婦とは、親・子・孫の 3代
の夫婦が揃っている。めでたい事
とされる）生駒さんはお赤飯を作
る蒸

せいろ

籠などを持っておらず、近所
に住む多田富枝さんにお願いして

お赤飯を作ってもらい、近所のツバ
メの巣がある家に配ったそうです。
　生駒さんは、ビニールで巣を囲む

など蛇から雛たちを守り、6羽を無
事に見送りました。6羽のツバメ巣立ち

お赤飯が配られる

▲生駒富子さん（左）、多田富枝さん（右）

▲ 6羽が巣立った巣

　その昔、雲早山山頂には水をあや
つる神の水天様が祀

まつ

られていました
が、明治時代の神仏分離で上分の妙
法寺へと移されました。それから山
頂には、同じ水の神である天御中主
神（あめのみなかぬしのかみ）が祀
られるようになったそうです。
　ずっと昔から御

ご

祈
き

祷
とう

は山頂で行わ
れてきましたが、昭和30年頃から
は妙法寺でも行われることになりま

上分の雲早山で
雨乞いの儀式

した。しかし、地元の江田の住民た
ちは雲早山でのお祈りも続けまし
た。ただ、10年ほど前からは高齢
化に伴い山頂まで行ける住民が減っ
て、山頂へは数人だけが登り、儀式
は山の三合目あたりで行われるよう
になりました。しかしながら、この
3合目も登るのが厳しくなり来年か
らは山の入り口で行われるそうで
す。

▲雲早山頂上から神山町を見守る

▲雲早山 3合目で江田地区の住民たちが、洗い米・塩・水・御神酒など
　をお供えし妙法寺の住職と共に五穀豊穣を願う

　 5月 10日、上分の江田地区の住
民たちが雲早山で降雨を祈り五穀豊
穣を願いました。
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　阿部利男さん（阿野字五反地・
88歳）は、神山町議会議員に昭和
35年の初当選以来、昭和54年12月
31日までの 5期20年にわたり在職
され、豊富な経験と卓越した見識を
持って、住民福祉の向上や道路網の
整備、地域産業の振興など、地方
自治の発展に貢献すると共に、昭
和39年 1月 9日から昭和41年 3月

19日までの間は副議長として、昭
和47年 1月11日から昭和49年 1月
24日までの間は議長として、議会
の円滑な運営に尽力されました。
　平成27年 4月 1日に、これまで
の功績が認められ、高齢者叙勲旭日
單光章を受章されました。今後ます
ますのご活躍をお祈り申し上げま
す。

▲阿部利男さん

高齢者叙勲
旭日單光章受賞

　 5月30日、徳島大学が下分字地
野の IT企業のサテライトオフィス
（SO）が集まる「神山バレー・サテ
ライトオフィス・コンプレックス」
に SO「神山学舎」を開設しました。
神山町内で、住民や IT企業などで
仕事をする人たちと交流しながら課
題解決に取り組む人材育成を行うこ
とを目的とし、ここを拠点として現
地研修を開催する予定です。
　記念式典には、香川征学長や後藤
町長、学生らが出席し、看板の除幕
式の後、佐原理准教授による記念講
演が行われ、参加した学生17名は
午後から大南信也客員教授の講義、
大粟山散策、week神山での地産地
消ワークショップに取り組み、一泊
で神山での体験を行いました。

徳島大学
「神山学舎」開設

　 7月 1日、下分字地野に神山町
も出資している㈱神山神領によるサ
テライトオフィス体験宿泊施設で

あるWEEK 神山の開所式が神山バ
レー・サテライトオフィス・コンプ
レックスで行われました。
　式典には県知事・県会議員・町長・
町議会議長などおよそ100人が参加
し、施設の説明を受けたあと

宿泊施設WEEK 神山
開所式

▲「神山学舎」の除幕

▲看板を囲んで参加者で記念撮影

▲大南客員教授による経緯説明

除幕式と見学会が行われました。
　この施設は、神山に視察や研修で
来られた方の宿泊施設であり、また
町民の方々も利用できる食堂もある
など交流の場にもなっています。

▲除幕式のあと記念撮影 ▲宿泊施設外観

9 平成27年 7 月15日発行
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　 5月29日、神山町民体育館にお
いて、神山町戦没者追悼式が行わ
れ、ご遺族の皆様をはじめ、小学生
児童代表・中学生生徒代表の皆様等、
140名余りの皆様が菊の花で飾られ
た祭壇に手を合わせ、英霊の冥福と
恒久の平和を祈りました。
　式典では、後藤町長が「すべての
国民が安心し、真に豊かな生活を送
ることのできる平和な社会を構築す
ることが英霊に対する私たちの責務
であることを深く胸に刻み、町民の

平成27年度
戦没者追悼式

皆様が健康で明るく住みよい町づく
りを目指して、より一層の努力を傾
注してまいる所存でございます。」
と追悼のことばを述べ、平和への誓
いを新たにしました。
　また、徳島県知事らによる追悼の
ことばが捧げられ、最後に、参列者
全員が白い菊花を祭壇へ厳かにささ
げ、戦没者の冥福を祈りました。

▲追悼のことばを述べる町長

会を開催しました。
　大会は、3チームによる総当たり
戦で行いました。各チームは、はつ
らつとしたプレーをみせ、オールイ
ンが接戦を勝ち抜き優勝しました。

バレーボール大会
オールイン優勝！

　本大会が、今年度体協事業の第一
弾となりました。本年度も神山町体
育協会並びに各事業をよろしくお願
いします。

▲「出場した 3チーム、左から神領体協、響会、オールイン

　 5月25日、町民体育館で、平成
27年度神山町バレーボール交流大

開催日程詳細と結果
4日
寄 井 体 協 （27‒ 7） 鬼籠野体協
青井夫体協 （ 7 ‒ 6） 阿川トンネルズ

10日
広 野 体 協 （ 8 ‒ 7） 紅葉クラブ

12日
寄 井 体 協 （13‒12） 青井夫体協
広 野 体 協 （11‒10） 中 津 体 協

17日
寄 井 体 協 （17‒ 6） 広 野 体 協

※カッコの中は得点です

　昭和51年より続くこの大会は、
今大会で第40回の節目を迎えまし
た。今年度は、7チームが参加し、
トーナメント形式で計 6試合を行
いました。天候の不安定な梅雨時期
の開催でしたが、各チームの協力の

第40回ソフトボール大会
寄井体協 2連覇！

下に大会を進めることができまし
た。
　僅差での決着が多く、接戦続きで
したが、寄井体協が 2年連続の優
勝となりました。

　6月 2日から17日、町民グラウ
ンドで神山町ソフトボール大会が行
われました。

▲決勝を戦った寄井体協と広野体協のメンバーたち
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「
町
長
と
の
車
座
座
談
会
」
を
実
施

す
る
団
体
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

神
山
町
で
は
、「
町
長
と
の
車
座
座

談
会
」
を
実
施
す
る
団
体
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
車
座
座
談
会
と
は

　

集
落
や
各
種
団
体
な
ど
で
、
お
お
む

ね
10
人
以
上
の
人
が
集
ま
り
、
希
望
す

る
場
所
に
町
長
や
担
当
課
長
、
担
当
職

員
が
直
接
出
向
い
て
い
き
、
直
接
対
話

し
、
そ
の
声
を
行
政
に
反
映
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は

　

座
談
会
を
希
望
す
る
団
体
に
決
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
込
み
に
つ
い
て
は

　

座
談
会
を
希
望
す
る
団
体
は
、「
町

長
と
の
車
座
座
談
会
」
申
込
書
に
、
希

望
す
る
日
時
、
場
所
、
テ
ー
マ
な
ど
を

記
入
し
て
、
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
役
場
総
務
課
、
広
野
支

所
、
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

「（
仮
称
）上
勝
・
神
山
風
力
発
電
事
業 

環
境
影
響
評

価
準
備
書
」縦
覧
お
よ
び
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

株
式
会
社
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
計
画
し
て
い
る
（
仮

称
）
上
勝
・
神
山
風
力
発
電
事
業
に
つ

い
て
、
環
境
影
響
評
価
の
結
果
を
記
載

し
た
「
環
境
影
響
評
価
準
備
書
」
を
縦

覧
し
ま
す
。

　

環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
、

環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
ご
意
見
を

お
持
ち
の
方
は
、
縦
覧
場
所
に
備
え
つ

け
の
書
面
に
住
所
・
氏
名
・
意
見
（
意

見
の
理
由
を
含
む
）
を
ご
記
入
の
上
、

意
見
受
付
終
了
日
ま
で
に
意
見
書
箱
に

ご
投
函
頂
く
か
、
下
記
の
問
い
合
わ
せ

先
へ
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

●
縦
覧
期
間
：

　

7
月
10
日
㈮
か
ら
8
月
10
日
㈪
ま
で

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
9
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で
。
た
だ
し
、
公
民

館
は
不
定
休
。）

●
意
見
受
付
終
了
日
：
8
月
24
日
㈪

●
縦
覧
場
所
：
神
山
町
役
場
、
広
野
支

所
、
上
分
公
民
館
、
下
分
公
民
館
、
鬼

籠
野
公
民
館
、阿
川
公
民
館
（
そ
の
他
、

上
勝
町
役
場
・
佐
那
河
内
村
役
場
等
で

も
実
施
）

　

電
子
縦
覧
は
次
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に

て
実
施
し
ま
す
。

　

http://eeh-developm
ent.com

/
kam
ikatsu-kam

iyam
a/

　

ま
た
、
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
以
下
の
通
り
実
施
し

ま
す
。

・
第
1
回　

　

7
月
25
日
㈯　

19
：
00
〜
21
：
00

　

於 

上
勝
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
第
2
回

　

8
月
1
日
㈰　

13
：
00
〜
15
：
00

　

於 

佐
那
河
内
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

・
第
3
回

　

8
月
1
日
㈰　

19
：
30
〜
21
：
00

　

於 

神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
：

　
（
株
）ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

 

デ
ィ
ン
グ
ス
（
野
口
、
桶
田
）

 

☎
０
３

－

5
4
0
4

－

5
3
3
7

　

〒
1
0
5

－

0
0
0
1

　

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
4

－

3

－

13

　
　

ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
神
谷
町
ビ
ル
7
階

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

く
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中
!!

　

行
政
か
ら
発
信
さ
れ
る
消
費
者
情
報

を
周
り
の
消
費
者
（
家
族
、
友
人
、
近

所
や
職
場
な
ど
）
に
広
め
た
り
、
地
域

の
情
報
や
ニ
ー
ズ
を
行
政
に
取
り
次
ぐ

と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る

消
費
者
ネ
ッ
ト
の
担
い
手
（
愛
称
：
阿

波
の
助
っ
人
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
伝
え
る
」「
学
ぶ
」「
活
動
す
る
」「
教

え
る
」
の
4
つ
の
活
動
の
中
か
ら
、
ご

本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
活
動
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
ご
賛
同
い

た
だ
け
る
18
歳
以
上
の
県
民
の
方
と
県

内
の
団
体
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

問
合
せ
先

　

徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

 

（
都
築
、
林
）

 

☎
6
2
3

－

0
6
1
2

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.pref.tokushim
a.jp/shohi

　
（
休
所
日
／
水
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
）

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

平
成
27
年
度
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

　

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
等
を
踏
ま

え
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
臨
時
特

例
的
な
給
付
措
置
と
し
て
、「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
6
月
分
の
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
る
方
。

●
対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
27
年
6
月
分
の

児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

●
支
給
額

　

対
象
児
童
1
人
に
つ
き

 

　

3
、0
0
0
円

●
申
請
期
間

　

平
成
27
年
6
月
8
日
㈪
か
ら
平
成
27

年
9
月
8
日
㈫
ま
で

●
申
請
先

　

神
山
町
役
場 

健
康
福
祉
課
・
広
野
支
所

役場からの

　おしらせ

あゆちゃん

11 平成27年 7 月15日発行
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児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

◆
児
童
扶
養
手
当

●
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は
母
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
子
ど
も
が

育
成
さ
れ
る
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
等
）

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与

し
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

●
支
給
要
件

　

次
の
①
〜
⑨
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
父
、
母
、
又
は

養
育
者
が
監
護
等
し
て
い
る
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

①父母が婚姻を解消した子ども
②父又は母が死亡した子ども
③父又は母が一定程度の障害の状態
にある子ども

④父又は母が生死不明の子ども
⑤父又は母が 1年以上遺棄している
子ども

⑥父又は母が裁判所からのDV保護
命令を受けた子ども

⑦父又は母が 1年以上拘禁されてい
る子ども

⑧婚姻によらないで生まれた子ども
⑨棄児などで父母がいるかいないか
が明らかでない子ども

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
や
身
体
に
常
に

介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の
障
害
の
あ

る
子
ど
も
を
家
庭
で
保
護
、
監
督
し
て

い
る
父
母
、
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

●
支
給
要
件

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に

障
害
を
有
す
る
子
ど
も
を
家
庭
で
看

護
、
養
育
し
て
い
る
父
母
。

※
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
役
場
健

康
福
祉
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
野
児
童
ク
ラ
ブ
の

指
導
員
募
集
に
つ
い
て

　

広
野
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
お
子
様
の

お
世
話
や
事
務
処
理
を
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
野
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
共
働
き
な
ど

で
放
課
後
に
お
子
様
の
保
育
が
で
き
な

い
ご
家
庭
の
た
め
に
、
ご
両
親
の
お
仕

事
が
終
わ
る
ま
で
の
あ
い
だ
お
子
様
の

保
育
を
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

●
勤
務
場
所　

広
野
小
学
校
内

●
勤
務
時
間

　

平
日
（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
）：

　
　
　
　
　

13
時
か
ら
18
時
30
分

　
土
曜
日
・
長
期
休
暇（
夏
休
み
等
）期
間
：

　
　
　
　
　

7
時
30
分
か
ら
18
時
30
分

　
（
勤
務
日
や
勤
務
時
間
に
つ
い
て
ご

希
望
が
あ
る
場
合
は
広
野
児
童
ク
ラ
ブ

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

●
賃　
　

金　

時
給
8
0
0
円

●
業
務
内
容

　

児
童
の
保
育
、
清
掃
、
事
務
処
理
等

●
提
出
書
類

　

写
真
（
最
近
3
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
）
を
添
付
し
た
自
筆
の
履
歴
書

●
募
集
人
員　

1
名

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
健
康
福
祉
課
ま

た
は
広
野
児
童
ク
ラ
ブ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

健
康
福
祉
課
：

 

☎
6
7
6

－

1
1
1
4

　

広
野
児
童
ク
ラ
ブ
：

 

☎
6
7
8

－

1
2
7
7

平
成
28
年
8
月
か
ら
の

介
護
保
険
制
度
改
正
に
つ
い
て

◆
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
の
利
用

者
負
担
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
割
合
は
所
得
に
か
か
わ
ら
ず

一
律
に
1
割
で
し
た
が
、
65
歳
以
上
の

方
の
う
ち
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方

に
つ
い
て
、
平
成
27
年
8
月
利
用
分
か

ら
利
用
者
負
担
割
合
が
2
割
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
1
か
月
の
利
用
者
負
担

額
に
は
上
限（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）

が
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
方
の
負
担
が

2
倍
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
2
割
負
担
に
な
る
方

　

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
1
6
0
万

円
以
上
の
方
。

　

た
だ
し
、
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合

計
所
得
金
額
の
合
計
が
65
歳
以
上
（
第

1
号
被
保
険
者
）
の
方
が
1
人
の
世
帯

で
2
8
0
万
円
未
満
、
2
人
以
上
い
る

世
帯
で
3
4
6
万
円
未
満
の
と
き
は
1

割
負
担
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
負
担
割
合
証

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
全
員

に
、
7
月
中
に
健
康
福
祉
課
介
護
保
険

係
か
ら
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
を

送
付
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
8
月
か
ら
は
、
利
用
し
て

い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
に
介

護
保
険
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
施
設
入
所
時
の
食
費
・
部
屋
代
の

　

負
担
軽
減
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
所
得
が
低
い
世
帯
（
世
帯

全
員
が
住
民
税
非
課
税
者
）で
あ
れ
ば
、

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
交
付

が
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
8

月
か
ら
次
の
要
件
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

⑴　

住
民
票
上
世
帯
が
異
な
る
（
世
帯

分
離
し
て
い
る
）
配
偶
者
が
住
民
税

非
課
税
者
で
あ
る
こ
と

⑵　

預
貯
金
な
ど
が
1
、0
0
0
万
円

（
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
2
、０
０
０

　

万
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

◆
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
区
分
が

　

変
わ
り
ま
す

　

1
か
月
の
利
用
者
負
担
額
の
上
限
に

つ
い
て
は
所
得
等
に
応
じ
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
8
月
か
ら
は
こ

れ
ま
で
の
区
分
に
加
え
て
、
特
に
所
得

の
高
い
現
役
並
み
所
得
相
当
の
方
が
い

る
世
帯
に
つ
い
て
新
た
な
上
限
額
が
定

め
ら
れ
ま
す
。

●
現
役
並
み
所
得
者
に
な
る
方

　

同
一
世
帯
に
住
民
税
課
税
所
得
が

1
4
5
万
円
以
上
の
65
歳
以
上
の
方
が

い
る
場
合
。

　

た
だ
し
65
歳
以
上
の
方
が
1
人
の
場

合
は
収
入
金
額
の
合
計
が
3
8
3
万
円

未
満
、
2
人
以
上
の
場
合
は
5
2
0
万
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円
未
満
と
な
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
一
般

の
上
限
額
（
3
万
7
千
2
0
0
円
）
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

○
趣　

旨

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日
の
我

が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦

没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た

し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表

す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特

別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。
今
般
の
法
改
正
に
よ
る
特

別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
ご
遺
族
に
一

層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
償
還

額
を
年
5
万
円
に
増
額
す
る
と
と
も

に
、
5
年
ご
と
に
国
債
を
交
付
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）
に

お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る

方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

1
．
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

2
．
戦
没
者
等
の
子

3
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。 

4
．
上
記
1
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
1
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

○
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名
国

債○
請
求
期
間

　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年

4
月
2
日
ま
で

　
（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特

別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

○
請
求
窓
口

　

神
山
町
役
場　

健
康
福
祉
課　

　
（
窓
口
で
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

ご
来
庁
の
際
は
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

〈
お
問
い
合
わ
せ
等
連
絡
先
〉

健
康
福
祉
課　

特
別
弔
慰
金
係

 

☎
6
7
6

－

1
1
1
4

 

I
P
2
0
0
4

神
山
町
不
妊
に
悩
む
方
へ
の

特
定
治
療
支
援
事
業

　

神
山
町
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
た

ご
夫
婦
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治

療
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

度
助
成
対
象
治
療
の
拡
大
を
行
い
、
男

性
不
妊
治
療
の
手
術
に
つ
い
て
も
新
た

に
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

○
対
象
者

⑴　

神
山
町
に
1
年
以
上
住
所
を
有
し

て
い
る
法
律
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
ご

夫
婦

⑵　

徳
島
県
が
実
施
す
る
こ
う
の
と
り

応
援
事
業
の
決
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
○
対
象
と
な
る
治
療

　

徳
島
県
知
事
が
指
定
し
た
医
療
機
関

に
お
い
て
行
う
特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
・
顕
微
授
精
）

○
助
成
額
及
び
助
成
期
間

　

特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
の
う

ち
、
徳
島
県
か
ら
交
付
決
定
さ
れ
た
助

成
金
を
控
除
し
て
得
た
額
を
助
成
額
と

し
、
1
回
の
治
療
に
つ
き
10
万
円
を
年

度
当
た
り
2
回
（
初
年
度
は
3
回
）
を

限
度
と
し
、
通
算
5
年
度
間
助
成
し
ま

す
。（
通
算
回
数
は
10
回
ま
で
）
た
だ

し
、
平
成
26
年
度
以
降
に
新
規
で
助
成

を
受
け
る
場
合
は
、
治
療
期
間
の
初
日

に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
40
歳
未
満
の
場

合
、
年
間
助
成
回
数
及
び
通
算
助
成
期

間
に
つ
い
て
は
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
通
算
回
数
は
6
回
ま
で
）

　

ま
た
、
精
巣
ま
た
は
精
巣
上
体
か
ら

の
精
子
採
取
の
手
術
後
、
精
子
・
精
巣

組
織
の
凍
結
保
存
を
し
た
場
合
は
1
回

の
治
療
に
つ
き
5
万
円
を
上
限
と
し
、

1
年
度
当
た
り
1
回
限
り
通
算
5
年
度

を
限
度
に
助
成
額
を
加
算
し
ま
す
。

○
申
請
に
つ
い
て

　

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る
年
度

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
神
山
町
健
康
福
祉
課
予

防
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高額介護サービス費の負担限度額
区　　　　分 負担の上限（世帯合計）

現役並み所得者に相当する方がいる世帯の方 44，000 円〈新設〉

世帯内のどなたかが住民税を課税されている方 37，200 円

世帯の全員が住民税を課税されていない方 24，600 円

・老齢福祉年金を受給している方
24，600 円
（15，000 円：個人ごと）・前年の合計所得金額と公的年金等収入額の

合計が年間80万円以下の方等
生活保護を受給している方等 15，000 円：個人ごと

13 平成27年 7 月15日発行
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人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

人
権
擁
護
委
員　

井
上
博
康
さ
ん

が
、
平
成
27
年
7
月
1
日
付
で
法
務
大

臣
か
ら
引
き
続
き
再
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

人
権
擁
護
委
員
と
は
？

　

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
方

で
、
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
は

関
係
者
の
秘
密
を
守
り
ま
す
。
人
権
擁

護
委
員
の
任
期
は
3
年
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
や
、
法
務

局
や
役
場
の
人
権
相
談
所
に
お
い
て
人

権
相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
神
山
町
に
は
4
人
の
人
権

擁
護
委
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

8
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
定
期
更
新
月
で
す

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
有
効
期
限
が

「
平
成
27
年
7
月
31
日
」
と
な
っ
て
い

る
黄
色
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
」
を
、
1
人
に
1
枚
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。

　

7
月
中
に
神
山
町
税
務
保
険
課
か

ら
、
有
効
期
限　

平
成
28
年
7
月
31
日

と
記
載
さ
れ
た
新
し
い
被
保
険
者
証

【
み
ど
り
色
】
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

8
月
1
日
以
降
は
、
古
い
被
保
険
者

証
（
黄
色
）
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
受

診
の
際
は
有
効
期
限
を
確
認
し
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
し
い
被
保
険
者
証
（
有
効
期
限
平

成
28
年
7
月
31
日
）
の
裏
面
に
、
臓
器

提
供
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
臓
器
移
植
に
関
す
る
啓
発

や
知
識
を
深
め
る
た
め
で
す
。
臓
器
移

植
と
は
、
病
気
や
事
故
に
よ
り
臓
器
が

機
能
し
な
く
な
っ
た
方
に
他
の
方
の
健

康
な
臓
器
を
移
植
し
、
機
能
を
回
復
さ

せ
る
医
療
で
す
。

　

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
自
分
の
意

思
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

意
思
表
示
欄
記
入
後
も
意
思
の
変
更
が

で
き
ま
す
。

　

臓
器
提
供
に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
家

族
と
話
し
合
い
、
意
思
表
示
欄
の
記
入

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
は
任

意
で
あ
り
、
義
務
付
け
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
薄
い
紫
色
）
を
お
持
ち
の
方
へ

　

平
成
26
年
度
の
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
で
平
成
27
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
に
は
、
7
月
末
ま
で
に
神
山
町
税

務
保
険
課
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
更
新
申
請
書

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
定
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
適
用
区

分
が
「
区
分
Ⅱ
」
の
方
で
「
過
去
12
か

月
で
90
日
を
超
え
る
入
院
」
を
さ
れ
た

方
は
、
神
山
町
税
務
保
険
課
に
申
請
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
入
院
時
の
食
事

代
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
よ
る

自
己
負
担
額
軽
減
の
お
知
ら
せ

　

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
新
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
換
え
た

場
合
に
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い

軽
減
で
き
る
の
か
、
そ
の
一
例
を
お
知

ら
せ
す
る
通
知
を
平
成
27
年
9
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。

　

通
知
の
対
象
者
は
、
本
年
5
月
に
医

療
機
関
で
新
薬
を
処
方
さ
れ
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
換
え
た
場
合
に

自
己
負
担
額
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
方

で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新
薬

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
同
じ
有
効
成

分
を
使
っ
て
作
ら
れ
、
新
薬
と
同
等
の

効
果
、
効
能
を
厚
生
労
働
省
か
ら
承
認

さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
す
。

　

な
お
、
す
べ
て
の
お
薬
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
の
で
、利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

事
務
局
事
業
課

 

☎
6
7
7

－

3
6
6
6

教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
5
2
2

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
9

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
神
山
東
中

学
校
を
神
山
中
学
校
に
統
合
し
ま
す

　

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
少
子

化
に
伴
う
学
校
教
育
検
討
委
員
会
の
答

申
が
出
て
既
に
6
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、
小
規
模
校

の
利
点
を
活
か
し
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
た
き
め
の
細
か
い
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
少
子
化

に
伴
い
今
後
ま
す
ま
す
教
育
環
境
が
厳

し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
、

広
野
地
区
の
児
童
生
徒
の
減
少
が
激
し

く
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
複
式
学
級
に

よ
り
適
正
な
教
員
配
置
が
困
難
に
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急

な
統
合
が
必
要
と
判
断
致
し
ま
し
た
。

　

登
下
校
や
部
活
動
な
ど
で
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
活
用
や
教
材
費
の
無
償
化
な

ど
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
よ
り
良
い
教
育
を
目
指
し
、
小
・

中
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

学
校
経
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様

方
の
ご
支
援
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
、

こ
れ
か
ら
の
神
山

町
を
担
う
子
ど
も

達
の
た
め
に
、
暖

か
い
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。
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神
山
町
成
人
式
の
ご
案
内

　

神
山
町
で
は
、
新
成
人
を
祝
福
し
激

励
す
る
と
と
も
に
、
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
促
し
将
来
の
幸
せ
を
祈
念
す
る
た

め
、
成
人
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
成
人
式

日
時　

平
成
28
年
1
月
2
日
（
土
）

場
所　

神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

 

3
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

日
程　

午
前
9
時
30
分
〜　
　

受
付

　
　
　

午
前
10
時
〜　
　
　
　

式
典

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜　

写
真
撮
影

　
　
　

午
前
11
時
〜　
　
　

記
念
講
演

成
人
式
の
対
象
と
な
る
方

　

平
成
7
年
4
月
2
日
〜

　

平
成
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

①
町
内
の
中
学
校
卒
業
生
及
び
町
内
の

小
学
校
を
卒
業
し
、
町
外
の
中
学
校

等
を
卒
業
さ
れ
た
方
。

②
9
月
1
日
現
在
、
神
山
町
に
住
民
登

録
の
あ
る
方
。

※
成
人
式
該
当
者
に
は
、
9
月
中
旬
に

案
内
状
を
本
人
住
所
へ
送
付
い
た
し

ま
す
。
案
内
状
が
届
か
な
か
っ
た
方

は
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
5
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
1
5

神
山
町
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

　

神
山
町
で
は
、
大
地
震
に
お
け
る
住

宅
の
倒
壊
等
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
耐
震
診
断
及
び

診
断
後
の
耐
震
改
修
等
を
実
施
す
る
神

山
町
民
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。補
助
対
象
・
補
助
率
・
補

助
限
度
額
等
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

事業
区分

補助対象
住宅 補助対象経費 補助率 補助限度額

（税込）
耐
震
診
断

支
援
事
業

平成12年 5月31日
以前に着工された
木造住宅

耐震診断に要する経費 耐震診断費用 4万円
のうち 3．7万円
（自己負担3千円）

住

ま

い

の

安

全
・

安

心

な

リ

フ

ォ

ｌ

ム

支

援

事

業

平成12年 5月31日
日以前に着工され
た木造住宅で、評
点が1．0未満と判定
されたもの

高さ1．5m以上の固定されていない
家具について、全てを固定する工事
と併せて行う次の①から④に掲げる
工事に要する経費（ただし、①から
③のうち一つ以上を選択し、徳島県
内に本店を有する建設業者等が施工
するものに限る）
①改修前と比較して改修後の評点を
向上させる耐震改修工事（ただし、
持家は0．7以上、貸家は1．0以上に
するものに限る）

②持家において、耐震シェルター、
耐震ベッドを設置する工事

③持家において、①②に相当するも
のとして、神山町長が認める工事

④神山町長が省エネルギー性能の向
上に資すると認める工事

⑤神山町長がバリアフリー化に資す
ると認める工事

⑥地震時に倒壊の危険があるコンク
リートブロック塀の撤去等に必要
な工事

⑦前各号に掲げるもののほか、特に
神山町長が認める工事

1／ 2

1／ 4

1棟あたり
40万円
※工事費20万円以上
とする。

（上乗せ補助）
1棟あたり
20万円
※神山町内に本店を
有する建設業者等
が施行するものに
限る。

耐

震

改

修

支

援

事

業

平成12年 5月31日
以前に着工された
木造住宅で、評点
が0．7未満と判定
されたもの

高さ1．5m以上の固定されていない
家具について、全てを固定する工事
と併せて行う次の①から④に掲げる
工事に要する経費（ただし、①は必
ず選択し、耐震改修施工者等が施工
するものに限る。）
①改修後の評点を1．0以上とする耐
震改修

②評点に反映しない部分的な欠陥を
改善する工事

③地震時に倒壊の危険があるコンク
リートブロック塀の撤去等に必要
な工事

④前各号に掲げるもののほか、神山
町長が減災に寄与すると認めた耐
震改修関連工事

2／ 3 1棟あたり
60万円

住

替

え

支
援
事
業

昭和56年 5月31日
以前に着工された
木造住宅で、評点
が0．7未満と判定
されたもの

現在居住する住宅の全てを除却する
工事に要する経費（ただし、解体業
者が施工するものに限る）

2／ 5 1棟あたり
30万円
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求
職
者
支
援
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保
険
を

受
給
で
き
な
い
求
職
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
職
業
訓
練
（
介
護
・
パ
ソ
コ
ン
・

医
療
事
務
）
な
ど
を
通
じ
て
、
早
期
就

職
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
場
合
は
「
職
業
訓
練
受

講
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
徳
島

公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
求
職
者
支
援

訓
練
の
受
講
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
事
前
予
約
不
要
）

●
「
求
職
者
支
援
訓
練
受
講
説
明
会
」

の
開
催
日
時

　

8
月
5
日
㈬　

10
時
〜
11
時
30
分

　

8
月
19
日
㈬　

10
時
〜
11
時
30
分

　

9
月
2
日
㈬　

10
時
〜
11
時
30
分

　

9
月
16
日
㈬　

10
時
〜
11
時
30
分

問
徳
島
公
共
職
業
安
定
所

 

☎
6
2
2

－

6
3
7
4

 
（
徳
島
市
出
来
島
本
町
1
丁
目
5
番
地
）

「
徳
島
県
障
が
い
者
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
募
集
に
つ
い
て

【
内　

容
】　

優
れ
た
技
術
・
技
能
を
有

す
る
障
が
い
者
の
方
々
を
「
マ
イ
ス

タ
ー
」
に
認
定
し
、
表
彰
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　

徳
島
県
在
住
で
、
一
般
就

労
・
福
祉
的
就
労
を
問
わ
ず
、
各
産

業
分
野
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
に
お
い
て
、
業
務
に
従
事
し

て
い
る
障
が
い
者
の
方

【
募
集
期
間
】　

8
月
31
日
ま
で

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

徳
島
県
障
が
い
福
祉
課

 

☎
6
2
1

－

2
2
4
8

「
Y
o
u
M
e（
ゆ
め
）チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア

2
0
1
5
 in 
W
E
S
T
」参
加
企
業
募
集

【
と
き
・
と
こ
ろ
】

　

9
月
14
日
12
：
30
〜

　

阿
波
市
交
流
防
災
拠
点
施
設
ア
エ
ル
ワ

【
内　

容
】　

県
内
に
事
業
所
の
あ
る
企

業
と
特
別
支
援
学
校
生
と
の
懇
談
会

生
徒
と
直
接
お
話
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
特
別
支
援
学
校
生
の
就
労

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

徳
島
県
労
働
雇
用
課

 

☎
6
2
1

－

2
3
4
9

第
5
回
I
C
T（
愛
し
て
）と
く
し
ま
大
賞

【
内　

容
】「
宝
の
島
・
徳
島
」
を
素
材

と
し
た
、
動
画
、
C
G
、
ア
プ
リ
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品
を

募
集
。
大
賞
賞
金
20
万
円
ほ
か
。

【
応
募
期
限
】　

11
月
10
日

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

徳
島
県
地
域
振
興
課

 

☎
6
2
1

－

2
0
9
0

産
業
観
光
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
8

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
7

平成26年度　神山町中山間地域等直接支払事業の実施状況
　中山間地域等直接支払事業実施要領第12条及び運用第17条の規定に基づき、中山間地域等直接支払交付金に
係る実施状況について、次のとおり公表します。
●集落協定

集落名
対　象　面　積 交付金額

（千円）
集落名

対　象　面　積 交付金額

（千円）（a） 田 畑 （a） 田 畑

一ノ坂 1519．33 69．84 1449．49 1，496 下喜来 517．79 517．79 517．79 476

川　 東 511．44 511．44 0 501 宇　 井 503．00 340．07 340．07 615

千　 歳 202．34 202．34 0 425 上中内 407．45 407．45 407．45 328

西元山 420．45 213．27 207．18 541 樫　 谷 669．74 645．65 645．65 627

中　 津 331．27 31．68 299．59 272 江　 田 2125．68 1759．53 1759．53 2，099

大久保 1161．25 338．96 822．29 1，289 金泉北 179．74 165．99 165．99 115

大埜地 1454．81 330．74 1124．07 1，164 中　 内 742．17 557．36 557．36 717

本野間 911．38 274．48 636．9 950 中津川 493．12 257．77 257．77 504

高　 浜 859．22 408．11 451．11 1，063 喜来・黒河 1024．38 602．8 602．8 1，060

栗生野 427．14 162．89 264．25 314 谷 1164．79 903．12 903．12 1，075

今　 井 695．71 135．11 560．6 797 上河内日浦 555．16 555．16 555．16 422

合計　　22集落　　16,877.36a　（田　9,391.55a　畑　12,528.17a）　交付金16,850千円

お問い合わせは、神山町産業観光課まで

その他の

　おしらせ

名無し
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平成27年度　名西消防組合消防職員採用試験案内

受付期間　　　　7月21日（火）～ 8月 4日（火）
第 1次試験日　　9月20日（日）
⑴郵便による申込みは、8月 4日までの消印のあるものに限り受け付けます。
⑵受付期間経過後の申込は、一切受け付けいたしませんので十分注意してください。

1　試験区分、採用予定人員及び職務の内容
試　験　区　分 採用予定人員 　　職　　務　　の　　内　　容

消防職員
（消防士） 高等学校卒業程度 4名程度 警防・救急・救助・予防・庶務等の消防業務

2　受験資格
試験区分 　受　　　　　験　　　　　資　　　　　格
消防職員
（消防士） 平成 2年 4月 2日から平成10年 4 月 1 日までに生まれた者で深夜勤務の出来る者

3　試験の日時及び試験場
区　　分 　日　　　　時 　　試　験　場

第 1次試験
平成27年 9 月20日（日）
⑴開場時間　9時 00 分から
⑵試験時間　10 時 00 分から

徳島文理大学 9号館人間生活学部棟（徳島市山城町西浜傍示 180）
　試験場への車の乗り入れは、送迎を含め固く禁止します。
　なお、付近に駐車場がありませんので交通機関を利用してください。

第 2次試験 平成27年10月以降（日時及び場所は第 1次試験合格者に通知します。）

4　受験手続
⑴申込用紙
　申込用紙は、名西消防組合消防本部庶務課に請求してください。
　郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請求」と朱書し、あて先明記の
120円切手を貼った返信用封筒を必ず同封してください。
⑵申込・問い合わせ
　〒779－3223　徳島県名西郡石井町高川原字高川原 66－8
　　　　　　　 名西消防組合消防本部庶務課　　電話　674－6788

平成27年度　自　衛　官　等　募　集　案　内
募集種目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊 待遇その他 参考

航　空
学　生

高卒（見込含）
21歳未満の者

8月 1日～
9月 8日

1次
　 9月23日
2 次
　10月17日～22日
3 次
　11月14日

～12月17日

1次
　10月9日
2次
　（空）11月6日
　（海）11月11日 
最終
　H28年1月25日

H28年 3 月下旬
～

4月上旬
入隊後約 6年で 3
等海・空尉

H26年度募集人員
　海　約70名
　空　約50名

一般曹
候補生

18歳以上
27歳未満の者

8月 1日～
9月 8日

1次
　 9月18・19日
2 次
　10月 8 日～14日

1 次
　10月 2 日
最終
　11月13日

H28年 3 月下旬
～

4月上旬

入隊後約2年9ヶ月
経過以降選考により
3等陸・海・空曹

H26年度募集人員
　陸 約2，670名
　海 約1，000名
　空 約  750名

自衛官
候補生

男　

子
18歳以上
27歳未満の者

年間を通じ
て行ってお
ります

受付時にお知らせ
します
※原則として 9月
16日以降

試験日にお知ら
せします

採用予定通知で
お知らせします

所要の教育を経て、
3ヶ月後に 2等陸・
海・空士に併用
陸（技術者を除く）
は、1 年 9 ヶ 月 陸
（技術者）・海・空
は、2 年 9 ヶ月を 1
任期として併用

H26年度募集人員
　陸 約5，750名
　海 約  570名
　空 約1，100名

女　

子
8 月 1 日～
9月 8日

9月 25日～29日
※いずれか 1日を
指定されます

11月 6 日
H28年 3 月下旬

～
4月上旬

H26年度募集人員
　陸 約500名
　海 約 80名
　空 約130名

その他様々な職種がありますので、詳しくは、
自衛隊徳島地方協力本部　鴨島地域事務所
　〒776-0010　吉野川市鴨島町鴨島 213－ 1　☎0883－24－7008　
　ホームページ：http://www.mod.go.jp/pco/tokushima/
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国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

【主な相談内容】
　●厚生年金・国民年金に関する受給者相談及び年金見込額の試算
　●厚生年金・国民年金の請求手続き（請求書類等の提出ができます）
　●「ねんきん定期便」などの年金記録についてのご相談
　●源泉徴収票・支払通知書・年金証書等の再交付（後日、ご自宅に郵送となります）
　＊年金事務所と同様な相談が可能となっています
　＊市町や事業所などへ出張によるご相談も賜っていますので、お気軽にお問い合わせください。
　　（問合せ先：088－657－3081）なお、お電話による年金相談は受け付けておりません

☆ご存じですか？　街角の年金相談センター　徳島（オフィス）
　年金相談体制の充実を図るため「街角の年金相談センター徳島（オフィス）」が
開設されています。
　街角の年金相談センターは徳島県社会保険労務士と一体となって全国社会保険労務士会連合会が
運営しています。
　お気軽にご相談ください。

【相談に際してご持参いただくもの】
○年金受給中の方（ご本人様）
　「年金証書」または「年金改定通知書」「振込通知書」及び「印鑑」等
○これから年金を受けられる方（ご本人様）
　「年金手帳」または「基礎年金番号通知書」及び「印鑑」
（年金請求には各種添付書類が必要ですので事前に「ねんきんダイヤル（☎0570－05－1165へご照会下さい。）
　＊ご本人が来訪出来ない場合は、「委任状」及び代理でお越しになる方の身分証明書（運転免許証等）を必ずご持参下さい。
街角の年金相談センター徳島（オフィス）は、日本年金機構が『全国社会保険労務士会連合会』に運営を委託しています

詳しくは徳島北年金事務所　☎655－0200　または
住民課年金係　☎676－1113（ＩＰ2003）までお問い合わせください。

■場　　　　所：徳島市八百屋町 2丁目11番地　ニッセイ徳島ビル 8階
■交通アクセス：ＪＲ徳島駅より徒歩 5分、徳島市営バス・徳島バス八百屋町より徒歩 1分
■受  付  時  間：平日午前 8：30～午後 5：15（土・日曜日及び祝祭日、年末年始は休み）
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LDL（悪玉）コレステロールについて知ろう！（3）
　前回に引き続き LDL（悪玉）コレステロールについてです。

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係 TEL676－1114（ＩＰ2004）

健康づくりシリーズ○96

LDL（悪玉）コレステロールは何からできるのでしょう？LDL（悪玉）コレステロールは何からできるのでしょう？

　私たちのからだにある LDL（悪玉）コレステロールは、
1／ 3 が食品に含まれるコレステロール
2／ 3 が糖や油を材料に肝臓で作られるコレステロール　です

肝臓で、食品に含
まれるコレステ
ロールや糖と脂肪
を材料にコレステ
ロールを創り、血
液に流して、全身
の必要な細胞に運
びます。

1日 300mgまで！1日 300mgまで！

　食品からとる 1日のコレステロール基準量は  1日 300mgまで  です。
　どの食品にどのくらいのコレステロールが含まれているかみてみましょう。 必

要
以
上
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
血
液
中
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し

﹇
動
脈
硬
化
﹈
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
食
べ
方
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食　　品 mg 食　　品 mg
牛乳（普通） 12 豚もも（脂身つき） 67
プロセスチーズ 78 かたロース（脂身つき） 69
卵（鶏卵）※ 420 牛ばら 80
鮭 59 牛ひき肉 67
あじ 77 鶏もも（皮付き） 98
うなぎ（かば焼き） 230 鶏むね（皮付き） 79
いくら 480 鶏ささ身 67
辛子めんたいこ 280 木綿豆腐、絹ごし豆腐 0
かずのこ 230 オリーブ油、なたね油、サンフラワー油 0
ブラックタイガー 150 大豆油、調合油、コーン油 1
するめいか 270 バター 21

マヨネーズ（卵黄） 15※卵（鶏卵）Mサイズ 1個では
　210mgです マヨネーズ（全黄） 6

食品 100g中に含まれるコレステロールの量

卵、肉、魚など

食品  に含まれる

コレステロール

ごはん、果物、甘い物、アルコール、料理の油などに含まれる

糖  や 脂肪  を材料に　　

肝臓で作られる

コレステロール
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お問い合わせは…地域包括支援センター　　電話：676－1185（IP2031）

介護予防シリーズ○38

MCIのうちに見つければ認知症は予防できる

1．MCIってなに？
　認知症と診断される前段階で、以前と比べて認知機能が低下している状態
をMCI（軽度認知障害）といわれています。  MCIのうちに気がついて、脳
に適切な刺激を与えるなどの対策をとれば、認知症の発症を予防できると言
われています。

2．こんな変化に要注意
　日常生活で、こんなことはありませんか？
　　① 電話で頼まれた伝言を忘れることが増えた。

　　② 何を取りに来たのかを忘れることが増えた。
　　③ 生ゴミや腐った食品の臭いに気づかなくなった。
　　④ 物を片付けた場所を忘れて探し回ることが増えた
　　⑤ 部屋が散らかっていても気にならなくなった。
　　⑥ 洗濯物をうまくたためなくなった。
　　⑦ 新しい家電などの使い方をなかなか覚えられなくなった。
　　⑧ 長く続けてきた趣味への関心が薄れてきた。
　　⑨ いつも見ていたドラマを見る気がしなくなった。
　　⑩ 家族の記念日を忘れることが増えた。
　以前と比べて変化した項目をチェックしましょう。3つ以上の項目にチェックが入る人は注意を
しましょう。気軽に地域包括支援センターやかかりつけ医に相談をしたり、認知症の診療科のある
病院への受診などをおすすめします。

3．予防のために
　　① 家事がスムーズにできなくても何もしなくなるのはいけません。自分の担ってきた役割をで

きるだけ続け、認知症の予防につなげましょう。
　　② 家族の協力を得ながらメリハリのある生活を心がけましょう。
　　③ 趣味を見つけたり、何か新しいことにチャレンジしたり、刺激のある日々を過ごすように心

がけましょう。
　　④ 料理のレパートリーを増やしましょう。
　　⑤ よく噛んで、バランス良く食事を摂りましょう。
　　⑥ 運動を習慣化しましょう。　
　　⑦ 園芸で五感を刺激しましょう。
　　⑧ おしゃべりの輪を広げましょう。
　　⑨ 頭の体操をしましょう。

広報かみやま No.299 20

広報かみやま07月 №299.indd   20 2015/07/13   15:38:28



●
平
成
25
年
8
月
か
ら

　
『
特
別
警
報
』
の
発
表
を

　

開
始
し
て
い
ま
す
！

　

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
津

波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害

の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、
警

報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。
よ
り
甚
だ
し
い
大
雨
や

大
き
な
津
波
等
が
予
想
さ
れ
、
重
大

な
災
害
に
よ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
特
別
な

警
戒
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
、
新
た

に「
特
別
警
報
」を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現
象
は

「
東
日
本
大
震
災
」、
我
が
国
の
観
測

史
上
最
高
の
潮
位
を
記
録
し
た
「
伊

勢
湾
台
風
」
の
高
潮
、
紀
伊
半
島
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
平
成

23
年
台
風
第
12
号
」
の
豪
雨
等
が
該

当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
お
住
ま

い
の
地
域
は
数
十
年
に
一
度
し
か
な

い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
屋
外
の
状
況
や
、
避
難
指

示
・
勧
告
等
に
留
意
し
、
た
だ
ち
に

命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
雨
等
の
被
害
を
防
ぐ
に

は
、
時
間
を
追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注

意
報
、
警
報
や
そ
の
他
の
気
象
情
報

を
活
用
し
て
、
早
め
早
め
の
行
動
を

と
る
こ
と
が
あ
な
た
や
家
族
の
命
を

守
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

気
象
庁
徳
島
地
方
気
象
台

防
災
業
務
課

 

☎
6
2
6

－
0
6
7
6

●
備
蓄
品
の
見
直
し
！

　

ポ
イ
ン
ト
は
自
助
・
共
助

　

事
前
防
災
の
取
組
を
！

　

国
の
防
災
基
本
計
画
に
お
い
て
、

神
山
町
の
よ
う
な
地
方
の
市
町
村
で

は
、「
食
料
や
飲
料
水
、
乾
電
池
、

携
帯
電
話
の
電
池
式
充
電
器
、
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
簡
易
ト
イ
レ
等
の

家
庭
備
蓄
を
1
週
間
分
以
上
確
保
す

る
な
ど
の
細
か
い
対
応
を
推
進
す

る
。」
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
に
備
え
備
蓄
す
る
こ
と
な

ど
、
自
ら
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」
と
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
「
共
助
」
が

災
害
発
生
時
に
は
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
被
害
を
少
し
で
も
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
内
で
の
話
し

合
い
や
防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
事

前
防
災
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、地
域
を
共
に
守
る
「
共
助
」

に
は
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
が
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。
個
人
や
家
族
の

力
で
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
限
界
が

あ
り
ま
す
。
隣
近
所
の
方
々
と
力
を

合
わ
せ
、
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
自
主
防

災
組
織
が
未
設
置
の
地
区
で
は
設
立

に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先

　

神
山
町
役
場
総
務
課

　

電
話
6
7
6

－

1
1
1
1

　

Ｉ
Ｐ
2
0
0
0

・

2
0
0
1

防災シリーズ○8

備蓄品の目安（1人 1週間分）
水 1日 3リットルで21リットル

米 1日 3合で13キロ

食　　　料 缶詰・乾物・レトルト食品など

燃　　　料 カセットコンロ・ガスボンベ14本以上

電　　　池 4本程度

簡易トイレ 1日 4回で28回分以上

そ　の　他 医療・医薬品・生活日用品など

神山町の自主防災組織（自衛消防隊を含む）
番号 組　織　名 地　　　　区
1 千里西部自主防災会 下分（宇井・樫谷・拝府・暮石）
2 栗生野自主防災会 下分（栗生野）
3 千里東部自主防災会 下分（三ツ木・下中内・上中内・竹平）
4 地野自主防災会 下分（地野）
5 西稲原自主防災会 下分（西稲原・箱石・花ノ木・矢ノ内）
6 中稲原自主防災会 下分（中稲原東・中稲原西）
7 喜来谷自主防災会 下分（喜来谷）
8 松ノ本・京地自主防災会 下分（松ノ本・京地）

9 中組自主防災会
下分（大亀石 ･左右山 ･東寺 ･中寺 ･
西寺 ･ 下出張 ･ 中出張 ･ 上出張 ･ 今
井 ･ 下大草 ･ 上大草 ･ 今井団地 ･ 大
久保 ･谷口 ･安吉 ･みどり）

10 神領上自主防災会 神領（北・谷・野間）
11 小野戸主自主防災会 神領（小野）
12 紅葉自主防災会 鬼籠野（猪ノ頭・一ノ坂）
13 中央自主防災会 鬼籠野（坂瀬川・日浦・黒河・喜来）

14 千歳自主防災会 鬼籠野（川東・東分・中分・西分・
阿保坂・東分住宅・西分住宅）

15 南谷自主防災会 鬼籠野（中津川・中内・小原・元山）
16 松尾地区自主防災会 阿川（松尾）
17 阿川東部地区自主防災会 阿川（本名・福原・井ノ谷・井ノ谷団地・黒木・船底）
18 阿川西部地区自主防災会 阿川（宇度木・日浦・上河内）
19 五反地自主防災会 広野（五反地）
20 大地谷自主防災会 広野（大地・名田河・雨返・椚野）
21 殿宮自衛消防隊 上分（殿宮・本根川・府殿）
22 大中尾自衛消防隊 上分（大中尾）
23 中津自衛消防隊 上分（中津）
24 金泉自衛消防隊 上分（金泉）
25 江田自衛消防隊 上分（江田）
26 川又自衛消防隊 上分（川又）
27 川又婦人消防隊 上分（川又）
28 中谷・名本自衛消防隊 下分（中谷・名本）
29 喜来谷自衛消防隊 下分（長野・中喜来・下喜来・焼山・落ノ跡・蔭）

30 若松自衛消防隊 左右内（釘貫・西左右内・松坂・東
左右内・城川内）

31 玉谷自衛消防隊 左右内（鍋岩・庄部・黒口・刈初）

大　

災
害
の
危
険
性　

小

特別警戒

警　　報

注 意 報

重大な災害が発生す
るおそれが著しく大
きいときに発表

重大な災害が発生
するおそれがある
ときに発表

災害が発生するおそ
れがあるときに発表

21 平成27年 7 月15日発行
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神領駐在所だより

● 石井警察署　TEL.674－0110
● 神領駐在所　TEL.676－0019

〈通報・相談先〉

徳島県警「安心メール」への登録を
　徳島県警察では、不審者情報、特殊詐欺等に関する情報に加え、新たに「犯罪の予防、再
発防止、災害等による道路状況等に関する緊急性のある情報のほか、県民の安全安心に資
する情報も配信しています。（例）「災害発生に関する情報」「猿・猪等による危害の防止を
図る情報」※ご自宅のパソコンで登録しても、同様に受信できます。

安心メール登録手順
登録サイトへの接続は、次の３つの方法があります。
　○徳島県警のホームページからの登録
　○直接アクセスして登録
　　安心メール会員登録をクリック

　　⬇
http:/www.ansin-mail.net

◆QRコード

1　アドレス申請をクリックして下さい。
　　※登録は無料ですが、受信するにはパケット

通信費用 1円から 8円が発生します。
　　　注意事項を承諾され、受信を希望する方は、

「承諾して登録」をクリックして下さい。
2　受信を希望する警察署を指定して下さい。
　　※複数の警察署を指定することも可能です。
3　受信するメールアドレスを入力して下さい。
4　住所を選択して下さい。
5　年齢を選択して下さい。
6　性別を選択して下さい。
7　職種を選択して下さい。
8　正しく入力できれば確認をクリックして下さい。
9　正しく入力できていれば送信をクリックして
下さい。
　以上で登録が完了します。登録後、登録完了の
メッセージが送信されます。

　安心メールの送信アドレスは fi ts-net.comで送信されますので、携帯電話のドメイン指
定を行なっている場合は fi ts-net.comをドメイン受信指定にして下さい。

水の事故に注意水の事故に注意
　河川における釣り、水泳、キャンプ中の水の事故
が後を絶ちません。
　楽しく河川を利用するために、次のことに注意し
ましょう。
　★お出かけ前には
　　事前に天気予報の確認をする。
　★目的地では
　　●テントは安全な場所に設置する。
　　●携帯電話は通話可能か確認する。
　　●子どもの動きには特に要注意。
　　●飲酒しての遊泳は絶対禁止。
　　●川は安全でないことを自覚する。

などに注意してください。
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消防署だより

119 火災出動件数について
　平成27年に入り 6月までの間に神山町内で 4件の火災が

発生しています。概要は建物火災 2件、山林火災 2件です。

いずれも火の不始末により発生しています。

　火災は、大切な生命・財産を一瞬にして奪ってしまいます。

火の取り扱いには、十分注意し今後火災が発生しないよう努めましょう。

火災時の防災無線放送について
　消防署の通信指令室には防災無線を放送するための子機があり、火災・訓練

時の放送を消防署から行っていますが、「雑音が入る」「放送が聞こえない」「話

し声が聞こえる」等のご指摘をいただいています。

　消防署に設置している防災無線機は子機のため、操作を開始してから放送が

可能になるまでに、約1分程度の時間がかかります。その間に通信指令員は火

災の初動体制を確立するために関係各所への電話連絡、無線交信並びに非番職

員の非常召集を行っており、電話連絡中に放送が出来る様になった場合「会話

の一部」や「庁舎内の雑音」等が防災無線から流れることがあります。

　皆さんも御承知のとおり、消防署の通信指令室は災害情報が集中するところ

であり、また1人での対応となるので、通常の放送とは異なり、騒がしい中で

の放送となりお聴き苦しい点もあると思いますが、ご理解をよろしくお願いし

ます。

消防署への緊急通報は

　★加入（携帯）電話は　119

　★ IP電話は　2119（119では繋がりません）

23 平成27年 7 月15日発行
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～季節の野菜で元気な細胞をつくろう～

★うすぎり肉でロール酢豚★
■ 材　料　4人分

■ 作り方
① 豚肉は塩、酒で下味をつけ、肉を広げて片栗粉をふる。肉の上にみじ
ん切りにした長ねぎとしょうがを置き、ロール状に巻いて半分に切る。

② 野菜は食べやすく切り、ゆでる。
③ フライパンにごま油を熱し、①の肉を転がしながら焼く。②の野菜と
合わせておいたカッコの調味料を加え、よくからめながら炒める。

表
◆

紙
◆

ル
◆

ポ
◆

ル
◆

タ
◆

ー
◆

ジ
ュ

　

下
分
の
七
夕
飾
り
の
準
備
か
ら
密
着
し
ま

し
た
。
今
回
、
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
6
月

27
日
の
大
竹
を
土
台
に
立
て
る
時
の
こ
と
で

す
。
こ
の
日
は
小
雨
の
降
る
中
の
作
業
で
し

た
。
全
部
で
7
カ
所
あ
る
中
の
3
カ
所
目
が
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
休
憩
に
入
り
ま
す
。
さ
て
休

憩
も
終
わ
り
、
で
き
る
限
り
作
業
を
進
め
て
お

き
た
い
実
行
委
員
会
会
長
の
南
本
芳
男
さ
ん

が
声
を
か
け
ま
す
。「
さ
ぁ
み
ん
な
、
や
ろ
う

か
」
し
か
し
、
南
本
さ
ん
を
始
め
み
ん
な
は
雨

で
服
も
濡
れ
て
お
り
、
大
竹
立
て
の
作
業
は
と

て
も
体
力
を
使
い
疲
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な

か
ら
は
「
も
う
や
め
よ
う
」「
や
っ
て
し
ま
お

う
」
2
つ
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
さ
あ
ど
っ
ち

だ
！
？
完
全
に
傍
観
者
の
私
は
固
唾
を
飲
ん

で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
南
本
さ
ん
が

決
断
し
ま
す
。

「
み
ん
な
、
あ
と
1
本
だ
け
頑
張
ろ
う
か
」

な
る
ほ
ど
う
ま
い
！
確
か
に
あ
と
1
本
だ
け

な
ら
頑
張
れ
る
気
が
し
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
と
は
誰
よ
り
も
声
を
出
し
動
く

だ
け
で
な
く
、
状
況
に
応
じ
た
判
断
力
も
備
え

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
大
竹
立
て
は
、
1
本
終
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
み
ん
な
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
た
よ
う
で

残
り
全
部
を
や
り
終
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
最
後
に
公
民
館
に
あ
っ
た
張
り

紙
よ
り
、

「
徳
島
の
名
物
に
な
っ
た
七
夕
飾
り　

み
ん
な

頑
張
り
ま
し
た
」

野菜1日350g！

栄養価1人分：エネルギー217kcal、たんぱく質10．6g

脂質9．9g、塩分2．1g　野菜総重量117g 薄切りの豚肉を使うと、幼児や高齢者も食べやすくなります。
ケチャップを少々加えると、子どもが好きな味に！

ヘルスメイトおすすめ！

ヘルシー料理

　次号は、平成24～26年生まれで9月・10月が誕生
日の子（町内に住所を有すること）を募集します。
　掲載を希望する方は、役場広報編集委員会まで写
真を送付してください。締切は 8月15日です。
※掲載回数は 1回までです。複数回の掲載はでき
ませんのでご了承ください。

阿
あ
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じ
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くん
H26．7．18 生（1歳・男）

神領字石堂

豚もも肉（シャブシャブ用）   160g
塩・酒   各少々
片栗粉   適 量
長ねぎ（淡色野菜）   20g
しょうが（淡色野菜）   8g
人参（緑黄色野菜）   120g
玉ねぎ（淡色野菜）   120g
竹の子（淡色野菜）   120g

ピーマン（緑黄色野菜）   80g
しめじ   60g
ごま油   大さじ2/3
酢   大さじ2強
砂糖   大さじ2・2/3
しょうゆ   大さじ2
水   1カップ
片栗粉   大さじ1・1/3

ワンポイント

アドバイス

▲下分七夕飾りの短冊の話
　8,000枚もの七夕飾りの短冊は公民館で準備され、下分町づく
り実行委員会が部落会長にお願いして下分地区の全世帯などに配
られます。そして、その短冊にそれぞれの願い事を書いて公民館
へと戻されます。
　「短冊 1枚でも参加した気持ちになれる。無理をせず自分がで
きる事をできる範囲で取り組むだけで良い。七夕飾りを通してで
きる人との繋がりが、万が一災害が起きたときにも団結できると
思う。」と、実行委員会の松浦ひろみさんは話していました。
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